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環境問題に密接に結びつくＣＯ２などの気体､ディーゼルエンジンなどの排ガスに含まれるカーボン

微粒子(soot)､空気中に含まれる水蒸気量など光ファイバを用いリモート検出できるセンサの構成法

とその高感度化､およびセンサとして実使用できるプロトタイプの提案を行うことを目的に研究を開始

した｡本研究は大別して､１）ガスセンサ､２)sootセンサ､３）湿度センサに分けられ､それぞれフアイ

バレーザの発振波長制御によるガス光吸収波長の選択化､大気中のｓｏｏｔのみを検出するためガス

や水蒸気による影響の無依存化､大気中水蒸気量の測定高精度化を実現した｡具体的にはつぎの

とおりである。

上記1)においては､主として可燃性気体であり1532.83,ｍおよび1653.7,ｍにそれぞれ吸収波

長を有するアセチレンガス､メタンガスの高感度検出を目指しファイバレーザでこれらの波長を高精

度で発振できると共に我々がオリジナルで開発した熱レンズ検出型ファイバセンサへの実装法を検

討した｡その結果､検出感度として波長可変のレーザダイオードを用いるセンサの検出感度に匹敵

する検出可能最小ガス圧１０hPa(大気圧ﾋﾋ約１/100)を実現した｡可燃性気体検出用のセンサとし

ては十分な性能を有していることがわかったが環境計測用のセンサとしては感度がまだ不＋分であり、

その原因としては発振波長の不安定性にあることを明らかとした｡この問題を改善するためエタロンを

用い発振波長の安定化と掃引を可能とするシステム構成を現在検討している。

上記２)においては水蒸気に対して光吸収が極めて少なく光通信用素子として入手容易な波長

975ｎｍ帯でセンサ構成をおこない､大気中の水蒸気が検出信号に影響を及ぼさないことをまず明ら

かとした｡つぎにsootの測定を試みたが再現性が得られにくく､その原因はセンサ部である先球加工

ファイバ先端がわずか数１０１ｍのため､そこがsootにより汚れることによるものであると推測した｡現

在その対策として､そこにエアークリーニングの機構を設けることを検討している。

上記３)においては水蒸気に対して光吸収が極めて大きく、かつ上記２)と同様な理由により波長

1470,ｍ帯でセンサ構成をおこなった｡検討の結果､本センサは検出信号と絶対湿度値との間に線

形性があることが見出された｡また湿度変化に対する反応速度が市販の抵抗変化型センサに比べ約

3倍高速であることも明らかとした。
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